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るめ進をりくづ街るあ力魅

新
年
度
の
事
業
内
容

平
塚
市
は
、
四
月
一
日
で
市
制
施
行
六
十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
二
十

一
世
紀
を
間
近
に
迎
え
だ

平
憲
市
は
、
先
達
に
蜘
じ
な
い
よ
う
、
新
平
塚
市
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
、
山
ふ
れ
あ
う
豊
か
な
街

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
新
年
度
事
業
の
主
怠
内
容
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
、

我
が
国
を
取
り
巻
く
内
外
の
情

勢
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
政
治
、
経
済
、
社
会
の

す
べ
て
が、

今
ま
さ
に
「
変
革

の
と
き
」
に
さ
し
か
か
っ
て
い

る
乙
と
は
、
間
迎
い
の
な
い
申

突
で
す
。
こ
う
し
た
新
た
な
時

代
の
潮
流
を
決
し
て
見
誤
る
乙

と
な
く
、
行
政
の
若
実
な
足
固

め
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
こ
で
、
二
十
五
万
市

民
が
夢
と
希
望
を
抱
け
る
辛
つ

な
、
都
極
的
な
行
政
の
推
進
に

心
掛
け
、
二
十
一
世
紀
に
胸
を

強
っ
て
引
き
継
げ
る
よ
う
な
、

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め
ま

す。

第
三
次
実
施
計
画

平
成
六
年
度
は
、
新
平
塚
市

総
合
計
画
第
三
次
実
施
計
画
の

初
年
度
で
す
。
乙
の
実
施
計
画

は
、
基
本
町
固
の
後
半
の
ス
タ

ー
ト
の
役
割
を
担
内
ザ
も
の
で
あ

り
、
そ
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
課
題

の
基
本
的
な
方
向
付
け
を
で
き

る
限
り
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
第
一
次
と
第
二
次
の
実

施
計
画
に
よ
っ
て
進
め
て
き
た

湘
南
ひ
り
つ
か
の

「基
礎
づ
く

り
」
と
「
舞
台
.つ
く
り
」
を
さ

ら
に
進
め
る
こ
と
に
加
え
て
、

新
た
な
施
策
に
も
意
を
用
い
て

い
ま
す
。

南
部
福
祉
会
館
の
建
設

一平
塚
市
文
化
基
金
を
設
置
}

国
内
外
の
優
れ
た
舞
台
芸
術

を
鑑
賞
す
る
機
会
の
充
実
や
市

民
参
加
型
の
芸
術
文
化
事
業
の

展
開
、
個
性
あ
る
創
造
的
文
化

串
業
の
推
進
、
市
民
主
俸
に
よ

る
芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援
な

ど
、
活
発
な
市
民
文
化
事
業
を

展
開
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

モ
乙
で
、
市
民
文
化
の
振
興
を

図
る
た
め
、
平
塚
市
文
化
振
興

基
金
条
例
を
制
定
し
、
文
化
活

動
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

{
仮
称
南
部
福
祉
会
館
の
整
備
一

急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
社

会
に
向
け
て
、
高
齢
者
、
障
害

者
の
各
種
相
談
を
始
め
、
機
能

回
復
訓
練
用
の
温
水
プ
l
ル
噂

が
備
え
た
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
仮
称
南

部
福
祉
会
館
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
乙
の
施
設
は
、
地
区

図
居
館
と
地
区
体
育
館
を
併
設

し
た
複
合
施
設
と
し
て
、二
か
年

の
継
続
早
業
工
事
沙
選
め
ま
す
。

日
向
岡
ト
ン
ネ
ル
の
整
備

一遠
藤
原

一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
第
二
期
整
備
事
業
}

昭
和
五
十
八
年
度
に
完
成
し

た
現
在
の
第

一
期
最
終
処
分
場

は
、
今
日
ま
で
膨
大
な
量
の
む

み
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
問
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

と
協
力
に
よ
り
、
分
別
収
集
の

実
施
等
と
み
の
滅
盟
化
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
八
年
度

で
埋
め
立
て
が
限
界
に
達
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
第
二
期
の
施
設

整
備
を
三
か
年
継
続
事
業
で
若

手
し
ま
す
。
な
お
、
埋
め
立
て

期
間
は
、
平
成
二
十
三
年
ま
で

の
十
五
年
間
の
予
定
で
す
。

{
仮
称
日
向
岡
ト
ン
ネ
ル
}

西
部
丘
陵
と
市
街
地
を
結
ぶ

都
市
計
画
道
路
八
幡
神
社
土
屋

線
は
、
本
市
の
骨
格
的
機
能
を

有
す
る
幹
線
道
路
と
し
て
、
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
本
路

線
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
仮
称

日
向
岡
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
に
と

り
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
膨
大
な
費
用
を

要
す
る
こ
と
も
あ
り
、
第
一
期

事
業
を
四
か
年
の
継
続
事
業
で

行
い
ま
す
。

国
際
受
流
協
会

を
設
立
し
ま
す

一
国
際
交
流
協
会
の
設
立
}

国
際
化
の
時
代
に
対
応
し
て
、

文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
等
広
範
な
分

野
に
わ
た
る
間
際
交
流
の
推
進

を
図
る
た
め
、
平
塚
市
国
際
交

流
協
会
を
設
立
し
、
施
策
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

{
F
M
放
送
の
開
設
}

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
振

興
と
行
政
情
報
の
提
供
を
行
う

た
め
、

F
M
放
送
を
活
用
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
放
送
局
へ
の

出
資
と
番
組
制
作
を
行
い
ま
す
。

{
湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
の
整
備
}

平
成
六
年
秋
の
事
業
開
始
に

向
け
、
湘
南
自
動
車
検
査
凶
暴

窃
務
所
の
整
備
を
国
や
県
と
協

力
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。



( 2 ) 市制記念特集らっか

平成5年度市
くりを進めています。そこで、市制記

平 成5年度に取り組んできた主な施設の

概要を市政写真レポートとして紹介します。

新総合計画 rHOTブ

緑句旦創造とうる

の将来像に向けて、 J山13¥才l

一
平塚市は、

「きらめ《 海

ひらつかJ

すで

き

近

づ

ち市

間

基

g

都

は

に

の

紀

」

南

世

別

湘

別

ン

の
ラ

い

ベ
ル
マ
l
レ
平
塚
の
J
D
l

グ
昇
絡
に
伴
・司
改
修
工
窃
を
終

え
、
一
二
月
十
六
日
に
こ
け
ら
落

と
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
競
技
場
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
の
大
き
さ
が
長
さ
.車

計

幅
七
十
一
肘
で
、
一
年
中
首
々

と
し
て
い
る
西
洋
芝
に
張
り
替

え
ま
し
た
。
観
客
席
は
、
立
見

席
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計
一
万

八
千
五
百
人
収
容
で
き
ま
す
。

パ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
下
に
は
、
売

肩
、
男
女
用
ト
イ
レ
が
あ
り
、

珍
し
い
設
備
と
し
て
は
、
ト
イ

レ
の
外
壁
を
利
用
し
た
、

ペ
イ

ン
ト
用
の
化
粧
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
$
乎
J

。
ト
イ
レ
数
は
、
四
百

十
基
で
四
十
五
人
に
一
基
の
割

合
は
日
本
一
で
、
混
雑
し
な
い

よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

照
明
は
、
J
D
l
グ
の
基
準

に
合
わ
せ
、一

千
五
百
ル
ク
ス

の
明
る
さ
で
す
。

ま
た
、
石
井
幹
子
デ
ザ
イ
ン

都
務
所
の
設
計
で
設
置
さ
れ
た

演
出
用
の
ラ
イ
ト
設
備
は
、
他

の
競
技
場
に
は
な
い
新
し
い
も

の
で
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

ゲ
1
ム
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
事
守
'。

消
防
本
部
で
は
、
人
口
四
万

一
千
六
百
八
十
四
人
と
人
口
急

増
地
区
の
旭
地
区
の
消
防
態
勢

を
強
化
す
る
た
め
、
消
防
署
旭

出
張
所
を
関
所
し
ま
し
た
。

出
張
所
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
二
階
建
て
で
、
延
べ
床
面

積
は
一
千
八
十
二
平
方
M
で
す
。

一
階
は
車
問
、
救
急
仮
眠
室
な

ど
、
二
階
は
仮
眠
室
、
食
堂
、

会
議
室
な
ど
が
あ
り
、
訓
練
塔

や
防
災
無
線
広
報
塔
な
ど
も
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

配
置
さ
れ
た
自
動
車
は
、
消

防
ポ
ン
プ
車
、
屈
折
は
し
と
車
、

救
急
車
、
災
害
対
策
車
各
一
台

ず
つ
で
、
火
災
と
救
急
に
備
え

ま
す
。

消
防
署
旭
出
張
所
ガ
関
所

ぱらの丘

J、ィテクパーク構想

:自親水公園を

:慣がJIl.¥くなり、
水を利用した

・、告 の田園風

な公悶を建設

!具のある子供

した。

合研究所:画

農
業
技
術
の
総
合
的
研
究
を

進
め
る
た
め
、
県
内
に
分
散
し

て
い
る
農
業
系
試
験
機
関
を
統

合
し
、
新
し
い
機
能
を
備
え
た

施
設
と
し
て
、
新
農
業
総
合
研

究
所
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
場
所
は
、

「
平
塚
山
ゆ
り

の
丘
ハ
イ
テ
ク
パ
l
ク
構
想
」

の
中
で
、
広
さ
は
ニ
0
・
一二
か

で
す
。施

設
の
概
要
は
、
地
下
一
階

地
上
五
階
建
て
の
本
館
、
述
べ

面
積
四
千
八
百
六
十
二
平
方
針

の
実
験
棟
、
研
究
ほ
拐
、
温
室

六
十
四
棟
、
作
物
の
か
す
砂
有

効
利
用
す
る
た
め
の
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
完

成
は
七
年
三
月
の
予
定
で
す
。

な
お
、
研
究
開
発
は
、
生
産

資
源
部
門
、
生
産
技
術
部
門
、

農
業
環
境
部
門
、
企
業
経
営
部

門
の
四
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
に
遠
藤
原
と
呼
ば
れ
る

畑
地
が
広
が
る
市
営
土
屋
監
図

は
、
自
然
林
に
固
ま
れ
た
静
か

な
環
境
で
す
。
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湘南ナンバー車検場

「
湘
南
ナ
ン
バ
ー
」
ι
ゲ
受
付

す
る
神
奈
川
陸
連
支
局
湘
南
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所
(
仮
称
)

が
、
駄
の
オ
ー
プ
ン
目
指
し
て
、

政
盟
国
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

約
二
万
八
千
平
方
M
の
般
地
に
、

思
務
庁
舎
、
検
査
拐
の
ほ
か
、

全
国
で
も
初
め
て
、
車
検
に
必

要
な
四
つ
の
事
務
所
が
一
か
所

に
併
設
さ
れ
、
軽
自
動
車
か
ら

大
型
自
動
車
ま
で
の
車
査
を
行

主
手
。
ま
た
、
周
辺
辺
路
の

渋
滞
を
な
く
す
た
め
、
車
検
業

務
は
す
べ
て
予
約
制
で
行
い
、

敷
地
内
に
も
二
百
三
十
八
台
の

駐
車
場
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
ク
ス
ノ
キ
と
サ
ル
ス

ベリ
μ
の
街
路
樹
や
カ
ラ
ー
タ
イ

ル
の
歩
道
な
ど
、
周
囲
の
景
観

を
考
慮
し
た
建
物
で
す
。

み
な
と
子
ど
も
の
家
が
四
月

四
日
(
月
)
、
パ
!
ク
サ
イ
ド
平

塚
北
側
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
将
来
を
理
一フ
子

供
た
ち
が
自
由
に
伸
び
伸
び
と

遊
び
、
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ

て
建
設
し
て
い
た
も
の
で
、
横

内
子
ど
も
の
家
、
山
城
子
ど
も

の
家
に
次
ぐ
三
館
目
で
す
。
木

の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ロ
グ
ハ
ウ

ス
建
築
(
木
造
平
家
造
り
)
で
、

屋
内
に
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設

平成 6年 4月1日( 3 ) 

も
あ
の
、
雨
の
日
で
も
楽
し
く

遊
べ
ま
す
。

マ
利
用
で
き
る
方
①
小
・
中

学
生
と
、
付
き
添
い
の
い
る
幼

児
②
行
少
年
育
成
関
係
者

マ
利
用
時
間
午
前
叩
時
i
午

後
5
時
(
小
・
中
学
校
が
休
み

の
日
は
午
前
9
時
i
午
後
5
時
、

青
少
年
育
成
関
係
者
は
午
後
5

時

l
m時
)

マ
休
館
日
毎
月
第
3
日
昭
日
、

年
来
年
始

マ
施
設
内
容

・
プ
レ
イ
ル
1
ム
(
つ
り
輪
、

多
目
的
マ
ッ
ト
、
卓
球
台
な
ど

運
動
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
)

・
ゆ
と
り
コ
ー
ナ
ー
(
オ
セ
ロ

グ
l
ム
、
将
棋
、
ト
ラ
ン
プ
な

ど
が
で
き
る
部
屋
)

・
図
。
室
(
子
供
向
け
の
本
が

あ
り
、
勉
強
も
で
き
る
)

・
屋
根
裏
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

(
3

か
所
か
ら
屋
根
裏
長
京
、
外

に
す
べ
り
台
で
降
り
ら
れ
る
)

・
届
外
遊
具
(
丸
太
で
作
っ
た

遊
只
の
ほ
か
、
海
岸
に
近
い
の

で
、
ピ
l
タ
ー
バ
ン
の
海
賊
船

を
配
置
し
た
の
が
特
徴
)

留
守
家
庭
児
童
申
し
込
み
を

港
地
区
で
生
活
し
て
い
る
留

守
家
庭
の
お
下
さ
ん
は
、
放
課

後
子
ど
も
の
家
に
行
き
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
家
庭
は
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
受
付

4
月
4
日
(
月
)
1

マ
対
象
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
港
小
学
校
1
1
3年
生

①
保
護
者
が
働
い
て
お
り
昼
間

②
父
子
家
庭

い
な
い
家
庭

①
母
子
家
庭

マ
利
用
日
月
i
土
陥
日

・
時
間
放
課
後
1
午
後
5
時

(春

・
夏
・
冬
休
み
は
午
前
9

時
j
午
後
5
時
)

マ
申
込
先
み
な
と
子
ど
も
の

家
(
平
塚
市
高
浜
台
幻
|
5
・

氾
話
お
|
一
一
八
一
五
)

な
で
し
こ
公
闘
は
、
郵
政
省

包
波
管
理
塔
跡
地
の
払
い
下
げ

を
受
け
て
、
平
成
四
年
度
か
ら

三
か
年
継
続
事
業
と
し
て
建
設

し
て
い
ま
す
。
敷
地
は
八
千
平

方
M
で
、
海
に
近
く
、
花
水
川

向
口
に
位
置
す
る
た
め
、
「
人
・

目親水公園老
北金自にある簡易水道の水源をど利用した、

造成中です。以前使用していた簡易水道は、

以白水辺に切り替えましたが、その鶴(ゅう

公1!o'!Jで、 200伐の流れや池、 7.1<FI1などを建is
萩を再現したような、自然と緑を生かした努

中です。面積は1.I;:-~。
4月からは、ゲートボールのできる広場と

の広場、流れの一部が使用できるようになE

水
・
緑
・
出
会
い
の
広
場
」
を

テ
l
マ
に
、
完
成
後
は
水
に
直

接
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
公
園

に
な
り
ま
す
。
全
面
完
成
は
八

月
の
予
定
。

公
闘
の
花
水
川
需
の
の
部
分

に
は
、
山
か
ら
流
れ
出
る
水
と

海
の
彼
が
ひ
と
つ
に
な
る
様
子

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
流
れ
と
池
」

を
造
。
、
子
供
た
ち
の
水
遊
び

場
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
中

土屡霊園2191

央
部
分
は
広
が
る
海
を
表
し
て

お
り
、
「
宰
の
広
場
」
と
呼
び
、

四
十
五
M
の
円
を
描
い
た
蓬
ム

の
自
由
広
場
で
す
。
そ
し
て
、

西
側
部
分
に
は
「
子
供
の
広
場
」

が
あ
り
、
滑
る
・
登
る
・
渡
る

と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
遊
具
と

砂
場
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
闘
内
は
緑
を
多

く
取
り
入
れ
て
お
り
、
ク
ス
ノ

キ
、
タ
プ
ノ
キ
、
カ
シ
ノ
キ
、

y
ツ
ジ
な
ど
、
塩
害
に
強
い
木

が
植
え

b
れ
て
い
ま
す
。

か
で
、一
二
分
の
一
を
墓
域
と
し
、

最
終
計
画
墓
数
は
四
千
基
。
そ

の
残
り
の
部
分
に
は
自
然
の
樹

木
砂
賎
し
、
周
囲
に
は
散
策
路

歩
怒
ら
し
て
い
ま
す
。

三
月
に
第
八
期
分
の
工
研
が

完
了
し
、
新
た
に
二
百
十
九
誌

が
間
設
さ
れ
ま
し
た
。
各
区
画

の
面
積
は
四
平
方
針
で
、
納
骨

の
た
め
の
カ
ロ
l
ト
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
二
千
八

百
六
十
区
画
と
な
り
、
永
代
貸

与
の
形
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。園

?

市
内
で
は
二
十
四
館
目
と
な

る
な
で
し
こ
公
民
館
が
完
成
し

ま
し
た
。

建
設
地
は
な
で
し
こ
公
園
の

中
に
あ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
二
階
建
て
で
、
延
べ
面

積
は
六
九
=
7
五
五
平
方
肘
。

白
壁
と
緑
の
屋
根
の
洋
館
風

の
建
物
で
、
生
涯
学
習
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
に
こ
た
え
る
学
習

相
談
室
、
お
年
寄
り
ゃ
障
害
の

あ
る
方
の
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
、
住
民
票
や
税
務
証
明
の
交

付
が
受
け
ら
れ
る
市
民
窓
口
セ

ン
タ
ー
な
ど
あ
る
の
が
特
徴
。

な
お
、
五
月
一
白
か
ら
利
用
す

る
乙
と
が
で
き
、
地
域
の
生
涯

学
習
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

-
住
所
平
塚
市
撫
子
原
ロ
-

M
(包
括
お
ー
一
二
五
四
)



広報ひらつか

芸術とめ，，'3‘れ"'~.. 
野外彫刻印点が市内の各施設に

( 4 ) 市制記念特集平成6年 4月1日

昨年の牧、総合公図で聞かれた「湘南ひらつか野

外彫刻展」で、個性あふれる現代彫刻の中から入選

作品20点が選ばれました。

市では、 これらの作品を市民のみなさんに身近で

親 しんでいただこうと、市内の公園などに移設しま

した。市民のみなさん、春の一日、散歩がてらお近

くの芸術作品を、ぜひと

野外彫刻の設置場所
移設先

総合公園〈平塚のはらっぱ〉

ノノ 〈競技場南西芝生〉

ノノ 〈レストラン大原入口〉

ノノ 〈ふれあい動物圏西側〉

ノノ 〈中央入口〉

ノノ 〈桜の広場〉

福祉会館

文化公園

ノノ

ノノ

市庁舎前芝生

馬入緑道(荒井市場東側〉

なぎさ通り〈税務署北側〉

高浜公圏西側

なでしこ公圏西側

四十瀬川公園東側

高村公園南東角

びわ青少年の家

七園荘

大神環境衛生センター

制作者名

池上奨

サナダサダオ

信ヶ原良和

霜鳥健二

戸田裕介

水上嘉久

鎌塚昌代司

原一史

三梨伸

渡辺行夫

中村ミナト

望月志郎

山崎隆

島田憲一

塩崎由美子

佐藤慈男

宮崎甲

緑川やよい

花利窯

池田徹

作昂

遍厳ネ謡
ゆれる力ラム
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Crush Media NO.5 
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渠言〈矢庖の催語〉
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